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●活動地域
当活動協議会は、静岡県御前崎市・牧之原市・吉田町の2市１町
に及ぶ沿岸海域で活動しています。磯焼け以前は、サガラメ・カ
ジメによる約8,000ヘクタールの藻場が形成されていて、日本でも
有数の藻場として知られていました。

●協定面積
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◉榛南磯焼け対策活動協議会
代表　薮田　国之
〒437－1623　御前崎市港6131　南駿河湾漁業協同組合　tel.0548-63-3111
主な構成員（人数）：漁業者（53名）、漁業者※以外（７名）　　計60名
関係市町 : 御前崎市・牧之原市・吉田町

■復活したカジメ藻場に群れる魚■藻食性魚類（アイゴ）による食害

対象種の紹介

対象種の分布・生育状況

当地域の磯焼けは、平成初め頃に部分的に見られる程
度でしたが、その後は急速に藻場の衰退が進み、数年後
には海域全ての藻場が消滅してしまいました。それにより
特産であったサガラメ（牧之原市相良が名称の由来）の
採藻漁業も途絶えると共にアワビ等の漁獲量も激減する
など、生態系と水産資源に与える藻場の重要性を改めて
実感しました。

対象とするサガラメ・カジメ藻場は榛南沿岸域の
岩場にかけて広く分布し、アワビ・サザエを始め磯根
漁業の主要漁場であり、藻場を形成するサガラメは古
くからこの地域の特産品としても食されて来ました。
現在は、相良沖を中心にカジメ群落が少しずつ回復す
る状況です。

保全活動の必要性
藻場は多くの水生生物の生活を支え、産卵や幼稚仔

魚の成育の場になって生物多様性を維持しているほか、
水質浄化にも大きな役割を果たしています。最近では、
陸上の森林よりも多く二酸化炭素を貯留する役割につい
ても注目されています。一旦ゼロになってしまった藻場も
徐々に回復してきていますが、さらなる生物多様性の向
上を目指し、引き続き保全活動を実施する必要があります。

相良地区のカジメ藻場は 10 年前には想定できな
かった回復を見せています。その一方でかつての特産
品であったサガラメ藻場が依然として確認されていま
せん。今後はサガラメ藻場復活に向けた活動を行って
いきます。

●保全活動の目標

今後の活動指針
種苗投入、母藻設置などの活動を続けた結果、

870haものカジメ藻場が確認されました。ここ数年台
風の被害も出なかったことも、順調に藻場が拡大した
要因と推測されます。それに伴いアワビやサザエと
いった磯根資源の漁獲量も増加してきました。

これまでの活動成果

●令和4年度の取組状況

母藻の設置1

【活動計画】
・繊維状の基質（シールート）を用いてサガラメ移植基を作成する。
・相良沖に作成した移植基を設置する。

種苗の投入2 ・御前崎港周辺・御前崎沖にカジメ種苗、相良沖にサガラメ種苗の投入を行う。

モニタリング3 ・各活動区域において、潜水調査による定点観測を行い、活動区域ごとの平
均被度を算出する。

母藻の設置1

【実　績】

■海底に設置した移植基

【これからの課題】

県による調査では、継続的な対策によるカジメ群落の復
活が確認できています。しかしながら、8000haといわれた
往年の藻場復活には程遠い状況です。カジメ藻場の状況

をモニタリング等で確認しつつ、引き続き地元特産品で
あったサガラメ藻場の復活への取り組みにも力を入れて
行っていきます。

モニタリング3

種苗の投入2

■活動区域に投入

■海岸へ漂着したカジメ

■子嚢斑が出ている個体をスポアバッグ
　に充填

■藻食性魚類による食害が見られるカジメ藻場 ■藻場保全活動により回復したカジメ藻場

■サガラメ移植基

■ダイバーによる設置作業

※南駿河湾漁協職員・ダイバー


